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はじめに 

 仏教による火葬は、文献上では、8 世紀より広まったとされています。この講座では、地
方において仏教による火葬がどのように受容され、広まったか、考古学的な視点から考えた
いと思います。まず、火葬墓とは何か、都の事例を紹介します。そして地方における火葬の
導入と展開について、他地域の紹介をし、最後に横浜市域の遺跡を中心に考察します。 
 
 
１．火葬墓とは 

 

本講座で扱うのは･･･ 

仏教の影響を受けた以後の火葬墓。遺体を荼毘に付して骨化させ、骨を拾骨し、容器に入
れ、納骨するもの。 
 

(１)文献上の火葬の登場 
○『続日本紀』 
 ・文武天皇四年（700年）僧「道昭」の火葬 「天下の火葬此より始まれり」 
・大宝 2年（702年）持統天皇の火葬 

 
（２）火葬墓の埋葬施設と蔵骨器の種類 

○埋葬施設（図 3） 
○蔵骨器の種類 
・金属製容器・奈良三彩・ガラス・灰釉陶器・須恵器・土師器・石櫃・木櫃 
・陶棺 等 

 ○参考：火化地遺構（図 4）  
・荼毘跡のこと。事例が少なく、火葬墓の関係が不明な場合が多い。 
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（４）買地券と墓誌-火葬墓から出土する鉄板- 
   仏教的な要素だけでなく、中国由来の習慣や道教の要素も取り入れられている。 
 
2．地方における火葬の導入 -静岡県の事例-大北横穴群と清水柳北 1号墳の紹介 

 
（１）清水柳北 1号墳（沼津市足高）（図 7） 

上円下方墳の主体部に石櫃 8 世紀前葉 
 

（２）大北横穴群（伊豆の国市大仁）（図 8~11） 
横穴内に石櫃を収める ８世紀前葉～9 世紀 

    →古墳時代から続く墓制に火葬の要素が追加 
    被葬者像：24 号横穴出土石櫃の「若舎人」･･･「官人」 
  ○この遺跡からわかること 

★「導入期」･･･モデルとなる火葬墓の導入･･･24号横穴石櫃  
★「展開期」･･･定着や在地化のみられる段階 

 
3．横浜市内の火葬墓 

 
 （１）火葬墓の事例（図 13～16） 
  ○埋葬施設 
   ・素掘りの土坑 
  ○蔵骨器の種類 
   ・土師器専用蔵骨器・灰釉陶器・石櫃・須恵器・土師器（日用品） 

 ○参考：土坑墓（図 17） 
  火葬墓に後出して 9世紀中葉～後葉に登場 
 
（２）周辺遺跡の立地（図 18） 

   ①丘陵上に火葬墓のみで立地するもの 
   ②拠点的集落および、小規模集落と近接して立地するもの 
   ③古墳(横穴墓)と墓域を同じにするが時期的な継続性がないもの 
    

★8 世紀前葉に火葬墓が登場するものの、空白期が存在 
９世紀以降「展開期」の火葬墓が中心 
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道薬墓 　

加守古墓 　

文祢麻呂墓 　

道薬墓・墓誌（縮尺 1/4）

杣之内（そまのうち）火葬墓

穴虫古墓

図 1　　藤原京と平城京の葬送地（金子 1989）

図 2　　都周辺の火葬墓

金属製

ガラス製

石櫃

木櫃

須恵器
（短頸壷）

復元図 　
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図 5　　火葬墓の県別出土材質 (吉澤 2004）　

図 3　　埋葬施設の分類（小田 2011）

図 6　　火化地遺構の事例　　

杣之内（そまのうち）火葬墓（奈良県天理市）

田辺墳墓群（大阪府柏原市）
※報告書では墳墓として報告されているが、壁面の
焼けから火化遺構の可能性がある。

図 4　　火葬墓消長概念図（吉澤 2004） 　　 　　
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S＝1/8
静岡県沼津市清水柳北 1号墳石櫃 　

図 8　　大北横穴墓群　遺構配置図（静岡県伊豆の国市）

図 9　大北横穴群 24 号横穴

図 10　大北横穴群 24 号横穴出土石櫃拓本

図 7　清水柳北 1号墳平面図（静岡県沼津市）

石櫃
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図 11　　伊豆の国市大北横穴の石櫃　

横口の石櫃　仏龕形

印籠蓋の石櫃

横口の石櫃　不整形

石櫃の蓋のみ

不整形＋栓の石櫃

蔵の内古墓（大阪府羽曳野市） 　

図 12　　同系統の石櫃の類例　

光明寺 1号墳（兵庫県朝来市） 　

石櫃 　
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北川谷遺跡群

長者ヶ原遺跡
( 都筑郡衙）

神隠丸山遺跡

図 13　　港北ニュータウン周辺の火葬墓及び周辺の主な遺跡　
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寅ヶ谷

石原　

西ノ谷

火葬墓
土坑墓　

『緑区史』を一部改変

薮根不動原遺跡

土師器専用蔵骨器　

石櫃　

山田大塚遺跡

図 14　　横浜市の火葬墓の類例①　
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灰釉陶器（短頸壷）　

石原（東方第 7）遺跡

図 15　　横浜市の火葬墓の事例②　

図 16　　火葬関連遺構　

上台の山遺跡

西ノ谷貝塚

須恵器　

都筑区茅ヶ崎町出土 都筑区池辺町前高山出土

貝層

大場・富士塚遺跡

土師器転用蔵骨器　　
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上の山遺跡

図 17　　横浜市の土坑墓の事例　

横穴墓

Ｈ１号火葬墓

Ｈ２号火葬墓

Ｈ３号火葬墓

Ｈ４号火葬墓

薮根不動原遺跡

石原遺跡

馬場綿内谷戸遺跡

折本西原遺跡

折本西原遺跡

竪穴住居

土坑墓

図 18　　横浜市内の古代墳墓の立地　

※報告書の出典は割愛させていただきます。
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見学できる施設・遺跡 
・東京国立博物館（東京都台東区上野公園）･･･８世紀初頭の蔵骨器の展示 
・川崎市民ミュージアム（神奈川県川崎市中原区等々力 1-2）･･･川崎市内の蔵骨器の展示 
・北江間横穴群（大北横穴群）（静岡県伊豆の国市大仁） 
・清水柳北 1号墳（静岡県沼津市足高尾上）･･･工業団地内に移築・復元 
 
用語解説 

・石櫃（いしびつ）：蔵骨器の外用器および蔵骨器として使用された凝灰岩や蛇紋岩等の石製の容器。 

・横穴墓（おうけつぼ・よこあなぼ）：古墳時代後期及び終末期の墓の一種。丘陵の傾斜面を利用し、横に

穴をうがって、内部に以外を埋葬するもの。 

・灰釉陶器（かいゆうとうき）：平安時代に生産された、灰水を釉薬とした陶器。 

・蔵骨器（ぞうこつき）：火葬骨を納めた容器のこと。 

・上円下方墳（じょうえんかほうふん）：古墳の形態の一形式。方形の墳丘の上に円形の墳丘をもつもので、

特に終末期古墳に多い。奈良市石のカラト古墳、東京都府中市熊野神社古墳等。 

・奈良三彩（ならさんさい）：奈良時代に生産された施釉陶器。褐色・藍色・緑色の鉛釉により低火度焼成

によって色がつけられる。 

・買地券（ばいちけん）：･墓に納められた墓地の売買証文。土地神との契約の型式をとる。 

・墓誌（ぼし）：名前・出自・経歴・官位・没年・埋葬年・墓地の所在などを記したもの。蔵骨器・塼（せ

ん）・短冊形や長方形の金属の鉄板に刻銘される。 
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